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１� 

安
東　
太
郎
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

　
①�

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　
②�

立
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
③�

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　
④�

終
末
期
医
療
に
つ
い
て

２� 

伊
藤　
大
輔
（
民
進
党
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

学
校
介
助
員
制
度

　
②�

学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

　
③�

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
り
組
み

３� 

若
木　
早
苗
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
や
対

応
に
つ
い
て

　
②�

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
③�

窓
口
対
応
の
改
善
に
つ
い
て

４� 

松
本　
ま
き
（
民
進
党
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

富
士
見
町
地
区
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
構

想
に
つ
い
て

　
②�

地
域
型
保
育
給
付
事
業
に
つ
い
て

　
③�

防
災
対
策
の
現
場
や
避
難
所
に
お
け
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性

　
④�

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
豊
か
な
老
後
を
送
る

た
め
に
・
・
・
高
齢
者
事
業
に
つ
い
て

５� 

江
口　
元
気
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

★
　
①�

家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

　
②�

単
独
事
業
と
補
助
事
業
に
つ
い
て

　
③�

ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

　
④�

住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

６� 

木
原　
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

★
　
①�

武
蔵
砂
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　
②�

小
中
学
校
の
校
庭
に
お
け
る
授
業
外
利
用

に
つ
い
て

７� 

梅
田　
春
生
（
民
進
党
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

市
内
の
喫
煙
対
策

　
②�

防
災
用
井
戸
に
つ
い
て

８� 

福
島　
正
美
（
公
明
党
）
★

　
①�

若
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

　
②�

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
③�

公
共
空
間
と
し
て
の
道
路
使
用
に
つ
い
て

９� 

門
倉　
正
子
（
公
明
党
）
★

　
①�

子
育
て
し
や
す
い
立
川
を
め
ざ
し
て

　
②�

安
心
を
生
む
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　
③�

道
路
・
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
に
つ

い
て

10� 
中
町　
聡
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�
市
内
の
公
園
に
つ
い
て

　
②�
鳥
類
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

　
③�

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
30
号
線
に
つ
い

て

11� 

高
口　
靖
彦
（
公
明
党
）
★

　
①�

健
や
か
に
子
ど
も
達
が
育
っ
て
い
く
為
に

　
②�

砂
川
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

12� 

谷
山　
き
ょ
う
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
★

　
①�

積
立
金
を
適
正
な
見
込
み
に
立
っ
た
、
適

正
な
予
算
執
行
に

　
②�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
は
、「
情
報
活
用
能

力
」
や
「
確
か
な
学
力
」
を
。
ま
ず
小
学

校
時
代
に
、
本
に
よ
る
調
べ
学
習
か
ら

13� 

山
本　
み
ち
よ
（
公
明
党
）
★

　
①�

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制
に

つ
い
て

　
②�

若
葉
町
の
ま
ち
づ
く
り　

今
後
の
課
題
と

展
望
に
つ
い
て

14� 

永
元　
須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
②�

道
路
等
の
安
全
対
策
と
砂
川
七
番
モ
ノ

レ
ー
ル
駅
下
の
駐
輪
場
の
早
期
設
置
に
つ

い
て

　
③�

学
供
施
設
の
保
全
計
画
に
つ
い
て

15� 

大
沢　
純
一
（
公
明
党
）
★

　
①�

自
殺
対
策
に
つ
い
て

　
②�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
市
民
協
働
に
つ

い
て

　
③�

災
害
時
の
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

16� 

太
田　
光
久
（
民
進
党
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て

　
②�

生
活
保
護
に
つ
い
て

　
③�

障
害
福
祉
に
つ
い
て

　
④�

通
学
路
対
策
に
つ
い
て

　
⑤�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

17� 

松
本　
あ
き
ひ
ろ
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安

進
会
）

　
①�

市
政
の
歴
史
の
偉
大
さ
に
つ
い
て

　
②�

プ
レ
ミ
ア
ム
婚
姻
届
の
こ
と
に
つ
い
て

　
③�

富
士
見
町
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

状
況
に
つ
い
て

18� 

瀬　
順
弘
（
公
明
党
）
★

　
①�

子
ど
も
と
出
か
け
た
い
ま
ち
立
川
へ

　
②�

保
育
施
設
、
学
童
保
育
所
の
待
機
児
童
に

つ
い
て

　
③�

運
動
に
親
し
む
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
④�

下
水
道
の
周
知
に
つ
い
て

19� 

上
條　
彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

憲
法
を
生
か
す
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
②�

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　
③�

公
園
・
緑
地
・
道
路
等
の
樹
木
の
管
理
に

つ
い
て

　
④�

防
災
対
策
に
つ
い
て

20� 

稲
橋　
ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
★

　
①�

「
水
循
環
」・「
雨
水
活
用
」
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
②�

「
８
年
後
の
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
」へ
向
か
う

健
康
推
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
③�

市
民
へ
の
情
報
提
供
の
「
立
川
市
掲
示
板
」

に
つ
い
て

21� 
中
山　
ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進

会
）

　
①�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
②�

教
育
行
政
（
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
に

対
す
る
対
策
）
に
つ
い
て

22� 

大
沢　
豊
（
緑
た
ち
か
わ
）
★

　
①�

生
活
保
護
・
生
活
困
窮
世
帯
に
関
す
る
課

題

　
②�

障
害
福
祉
事
業
に
関
す
る
課
題

　
③�

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

教員の多忙化解消を
調査研究していきたい
若木　早苗 (日本共産党 )

現
在
、
学
校
で
勤
務
の
際
は
出
勤

簿
に
印
を
押
す
形
で
行
い
、
タ
イ

ム
レ
コ
ー
ダ
ー
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
国

の
調
査
で
、
教
員
の
勤
務
時
間
は
10
年
前
に

比
べ
増
大
し
、
過
労
死
ラ
イ
ン
に
達
す
る
も

の
が
６
割
近
く
を
占
め
る
こ
と
な
ど
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
教
員
の
勤
務
実
態
を
正
し
く

把
握
す
る
こ
と
は
、
教
員
の
健
康
を
守
る
と

と
も
に
、
よ
り
適
正
な
児
童
生
徒
指
導
に
つ

な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

教
員
の
多
忙
感
が
解
消
で
き
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

相
次
ぐ
い
じ
め
事
件
の
報
道
を
聞

い
て
、
認
識
を
誤
っ
た
対
応
や
、

隠
ぺ
い
体
質
が
悲
痛
な
結
末
を
止
め
ら
れ
な

か
っ
た
要
因
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
先
生
が
一
人
一
人

の
生
徒
に
迅
速
に
、
丁
寧
に
、
徹
底
し
て
向

き
合
え
る
時
間
や
体
制
が
必
要
で
す
。
国
も

学
校
現
場
の
業
務
適
正
化
を
推
進
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
教
員
の
多
忙
化
の
解
消
に
向

け
、
労
働
時
間
の
実
態
を
把
握
す
る
に
は
、

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入
が
一
番
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学校介助員制度、指示系統を明確に
対象校の統一的な対応を確認する

伊藤　大輔 (民進党・市民フォーラム )

学
校
介
助
員
制
度
に
お
い
て
、
関

係
者
間
の
連
携
が
十
分
に
取
れ
ず
、

子
ど
も
が
不
利
益
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
指
示
系
統
を
明
確
に
し
た
組
織
を

作
る
べ
き
で
す
。
ま
た
介
助
に
あ
た
っ
て
い

る
時
間
の
み
支
払
わ
れ
る
、
時
給
千
50
円
で

は
安
定
し
た
職
業
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
事
業

所
と
の
契
約
内
容
な
ど
介
助
員
が
収
入
面
で

安
定
す
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
す
。
介
助

員
の
職
場
環
境
、
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習

面
の
課
題
は
誰
が
把
握
し
、
介
助
員
は
誰
に

相
談
や
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

介
助
に
関
す
る
指
導
な
ど
を
行
う

体
制
が
不
足
し
て
い
た
点
に
つ
い

て
は
、
現
在
は
教
育
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

学
校
、
保
護
者
、
本
人
、
事
業
所
の
合
意
形

成
を
図
り
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

介
助
の
質
の
維
持
向
上
や
命
令
系
統
の
明
確

化
は
課
題
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

委
託
単
価
な
ど
は
事
業
所
か
ら
も
見
直
し
の

要
望
が
あ
り
、
検
討
し
た
い
。
介
助
員
が
誰

に
判
断
を
求
め
る
べ
き
か
な
ど
、
本
年
度
中

に
対
象
校
の
管
理
職
を
集
め
た
連
絡
会
を
開

催
し
、
統
一
的
な
対
応
を
確
認
し
ま
す
。

生前の意思表示「リビングウィル」について
終末期医療体制に関する多職種研修の中で議論

安東　太郎 (たちかわ自民党・安進会 )

終
末
期
の
在
宅
医
療
が
進
め
ら
れ

る
中
、
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

連
携
が
重
要
で
す
。
市
は
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置
し
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
協
議
の
進
捗
状
況
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
穏
や
か
な
最

期
を
迎
え
る
た
め
に
、
延
命
治
療
な
ど
に
つ

い
て
本
人
の
意
思
を
明
確
に
記
し
て
お
く
リ

ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
と
き

は
、
か
か
り
つ
け
医
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
・
介
護
従
事
者
が
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

協
議
会
で
は
医
師
会
な
ど
の
関
連

機
関
と
連
携
し
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
の
た
め
の
体
制
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
終
末
期
の
在
宅
生
活
支
援
に
は
、

互
い
の
制
度
の
理
解
や
、
顔
が
見
え
る
関
係

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
既
に
実
施
し
て
い

る
多
職
種
研
修
を
目
的
別
、
対
象
別
に
分
類

し
、
市
全
体
の
計
画
に
位
置
付
け
ま
す
。
今

後
、
み
と
り
を
含
め
た
在
宅
で
の
終
末
期
医

療
体
制
に
関
す
る
多
職
種
研
修
を
行
う
こ
と

と
な
れ
ば
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
の
作
成
に
関

す
る
議
論
も
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

富士見町のまちづくりについて
引き続き都に都市計画道路等の早期事業化を要請

松本　まき (民進党・市民フォーラム )

富
士
見
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
道
路
立
３
・
１
・

34
号
中
央
南
北
線
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
の

立
体
化
な
ど
を
含
め
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
特
に
都
な
ど
関

係
機
関
へ
の
要
請
に
対
し
て
の
回
答
内
容
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
案
内

な
ど
の
サ
イ
ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
西
立

川
駅
周
辺
に
は
サ
イ
ン
や
案
内
板
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
計
画
は
。

富
士
見
町
地
区
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
道
路
立
３
・
１
・
34
号
中

央
南
北
線
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
の
鉄
道
立
体
化
に

つ
い
て
、
市
長
自
ら
の
要
請
や
市
長
会
等
を

通
じ
都
に
事
業
促
進
を
要
請
し
て
お
り
、
第

４
次
事
業
化
計
画
の
中
で
優
先
整
備
路
線
に

位
置
付
け
検
討
を
進
め
て
い
く
、
ま
た
鉄
道

立
体
化
事
業
は
、
関
連
す
る
道
路
整
備
等
を

踏
ま
え
検
討
す
る
と
い
う
回
答
で
す
。
サ
イ

ン
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
市
街
地
の
形
成
に
向
け
、
市
全
域

で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
議
長
、
副
議
長
及
び
監
査
委
員
は
、

そ
の
職
務
の
性
格
上
、
一
般
質
問
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一般質問（要旨）

市政について問う


